
2019 年度 小委員会活動成果報告 
（2019 年 12 月 14 日作成） 

小委員会名 人類学的アプローチ 小委員会
主 査 名：大野隆造

就任年月：2019 年 4 月

所属本委員会
（所属運営委員会）

環境工学本委員会

（環境心理生理運営委員会）

委員長名：持田 灯 

主 査 名：宗方 淳 

設 置 期 間 2019 年 4 月 ～2023 年 3 月 

設 置 目 的

各年度活動計画

（箇条書き）

人間と環境との関係を総合的に扱う環境心理生理研究を支える基本的理論・方法

として、これまでに積み重ねられてきた人類学の観点および方法を吟味し、それ

に基づいて人間に好ましい環境の構築のための新たな研究の道筋を探る。

・初年度

１） 人類学的研究状況の把握

２） 構築環境に関わる人類学的研究の理論と思考の整理および事例の収集（文献

調査、招待講演）

・２年度～３年度：

初年度活動の継続および

３） 交流活動の推進(公開研究会・見学会等)
・４年度：

４）成果の整理、総括

委員構成
（委員名（所属））

委員公募の有無：なし 

主査：大野 隆造 (東京工業大学) 
幹事：諫川 輝之 (東京都市大学) 
委員：栗原 伸治（日本大学）、村松陸雄（武蔵野大学）槙 究（実践女子大学）、

隼田尚彦（北海道情報大学）、斎尾直子（東京工業大学）、小林美紀（東京工業大

学）、山田協太（筑波大学芸術系）、佐野奈緒子（東京電機大学）、稲上 誠（名

古屋大学） 、関 博紀（東京都市大学） 、吉澤 望（東京理科大学）、川井敬二 （熊

本大学）

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・自然・生態 WG：人類の進化、生態など生物学的な側面で人類共通の特性を扱

う研究の理論的枠組みと人類学的思考の整理、および研究事例の収集を行う。

・文化・社会 WG：世界の民族の異なる言語、習慣など文化・社会的な側面で人

類の多様な特性を扱う研究の理論的枠組みと人類学的思考の整理、および研究事

例の収集を行う。

2019 年度予算 138,000 円 ホームページ公開の有無：なし

委員会 HP アドレス：なし

項  目 自己評価

委員会開催数  ４ 回（年度内計画を含む）

刊行物
（シンポジウム資料等は

除く）

なし

講習会 なし  

催し物
（シンポジウム・セミナー

等）

*能力開発支援事業委員会

承認企画

なし

大会研究集会 なし



対外的意見表明・パ

ブリックコメント等
なし

目標の達成度
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係）

初年度である今年度は、２WG 合同で委員会を開催し、目標としていた「人類学

的研究状況の把握」および「人類学的研究の理論と思考の整理および事例の収集」 
のため、以下の活動を行った。

１．各委員がこれまでに行ってきた研究のなかで人類学的アプローチと関連する

研究紹介を行い、委員会としての活動の抱負を述べた。

２．人類学的アプローチと見なせる海外の研究のレビューを行った。

３．建築学と人類学の関わりについての歴史的経緯を整理した。

これらより、「人類学的アプローチ」について、委員間である程度認識が共有さ

れた。

委員会活動の問題点

・課題

今年度の議論は委員の行ってきた研究対象や方法についてがほとんどであった

ので、今後は範囲を広げて人類学的な思考の整理、および研究事例の収集を行う

必要がある。 



環境工学委員会用 自己評価欄

2019 年度 小委員会活動 自己評価 

(中間年度評価) 

総合評価

(4 段階評価) 
A

総合評価に関する

自由記述欄

(理由、特記事項等) 

「目標の達成度」においても記述したが、初年度の目標とした下記の活動を実施

し、充分な成果が得られと考え総合評価はAと判断した。 

１．各委員がこれまでに行ってきた研究のなかで人類学的アプローチと関連する

研究紹介を行い、委員会としての活動の抱負を述べた。

２．人類学的アプローチと見なせる海外の研究のビューを行った。

３．建築学と人類学の関わりについて歴史的経緯について整理した。

これらより、「人類学的アプローチ」について、委員間である程度認識が共有さ

れた。

 総合評価は 4 段階(A>B>C>D)にて、自己評価すること。
 中間年度における自己評価は、単年度の活動計画･目標に対する達成度にて、最終年度における自己評価は、

小委員会の設置目標に対する達成度にて評価する。自己評価の目安は以下の達成度レベルを参照のこと。
A 評価：小委員会設置目標に対し、80%以上の達成度 
B 評価：小委員会設置目標に対し、70%から 80%の達成度 
C 評価：小委員会設置目標に対し、60%から 70%の達成度 
D 評価：小委員会設置目標に対し、60%以下の達成度 

 小委員会の活動に対し、第三者的評価･外部評価 (シンポジウム、セミナー等の催し物を開催した場合に収集
した参加者の評価など) に相当する情報がある場合には、その内容も記述すること。


